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オンデマンド動画・ウェブ会議システム・学習管理システム
を活用したウェブ授業の構成

Manaba+RZoomPanopto



2021年度春学期: 電子回路II(B8)
対象: 3回生
人数: 72名
TA人数: 1名

01．（04/06）この講義について、電子回路Iの復習
02．（04/13）電源回路(トランス、整流) ←対面
03．（04/20）電源回路(シリーズレギュレータその1)
04．（04/27）小テストと復習解説
05．（05/11）電源回路(シリーズレギュレータその2)
06．（05/18）電源回路(スイッチングレギュレータ)
07．（05/25）小テストと復習解説
08．（06/01）電力増幅回路
09．（06/08）同調増幅回路
10．（06/15）発振回路(フィードバックと発振、様々な発振回路)
11．（06/22）小テストと復習解説←対面
12．（06/29）パルス発生回路(非安定マルチバイブレータ)
13．（07/06）パルス発生回路(周辺回路とリングオシレータ)
14．（07/13）変調復調とAD変換回路
15．（07/20）小テストと復習解説←対面

ウェブ回数: 予定9回→実施12回
対面回数: 予定6回→実施3回

成績評価:平常点100%
評価対象: 小テスト＋レポート
出席: なし



授業全体の構成
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Step 1: Manaba＋Rでの教材提示
・各授業回の1週間前に教材を公開
・それまでに各コンテンツをあらかじめ作成しておきTAによる内容確認ののち公開



Step2: オンデマンド動画の視聴
・PPTの「挿入」→「画面録画」機能を使用して1ラウンド分を1動画に収録(15分程度)
・Panoptoで配信(視聴者毎の履歴情報を取得できるためYouTubeではなくPanoptoを使用)



Step3: 簡易テキスト資料による予習
・講義スライドと補足説明がセットになった書式でPPTセリフ記入欄に補足説明を記入したもの
・1セッションあたり15ページ程度の分量でPDFファイルとして毎回配布



Step4: ドリルによる予習
・毎回の講義に含まれる選択形式の例題をManaba+Rのドリルとして提供
・ドリルには何度でもチャレンジすることができ、解答終了時ただちに正誤が判明



Step5: ライブ授業の受講

例題に取組む

教員

訪問 メインルーム
復帰

例題の詳細解説

ブレークアウトルーム
好きなルームに好きな人たちと入り教え合う

(ピアラーニング)

TA学生

Zoom

講義解説(簡易版)

Microsoft Whiteboard



Step6: 例題解答の確認と復習
・例題の解答は授業後にManabaで公開し、ドリルは授業後も取り組むことができる
・動画と配布資料とドリルで復習するが、ライブ授業動画やホワイトボード画像の提供は無い



Step7: 小テスト受験
・Manaba+R小テストで選択問題を出題し、Zoomでライブ形式で実施
・受付終了時に直ちに点数判明し、テスト終了後にホワイトボードで問題解説



授業アンケート(4月下旬実施)
・実施日: 2021年4月21日-27日
・有効回答数: 65名(90%)



授業アンケート(4月下旬実施)
###############################
PDF配布資料について

 シンプルにまとめられていてわかりやすいです。
 シンプルすぎるという説もありますが・・・

 わかりやすい。
 良かったです。

 講義動画の方が重要性があると思いました。
 たしかに読むだけよりは観て聞いたほうが頭に入りやすいかも

しれません。

################################
今後の要望

 授業中に記入したノートや資料も配付してくれるとありがたいです。
 これはライブ授業に参加している人向けの限定サービスです。

 このままで大丈夫です。
 ではこのままでいきます。いや、もっと良くします。

 教材や学びの機会に関して充足しています。
 どんどん学んでください。

 問題などの解説の時間を長くとってほしい。
 そのようにしていきます。

 もっと例題を友達と共有する時間がほしいです。
 どうしよかな・・・真逆の意見があって難しいです。

################################
動画について

 説明がわかりやすくて理解しやすいです。
 良かったです。

 復習できるのがよい。
 何よりです。

 先生が細かく説明してくださるので、講義資料に加えてより知識を付
けれると思います。
 嬉しいです。

 授業内容が難しい。
 すみません。

 とても分かりやすい授業動画をありがとうございます。
 こちらこそ受講してくれてありがとうございます。

 電子回路Iで不明瞭だった内容の部分がちょうど現在アップロードされ
ている動画のあたりだったので、理解に役立ちました。
 素晴らしいです。

 講義動画の内容は適切な長さで視聴できる点が良かったと思う。
 そのように心がけました。

################################
Zoom授業について

 動画の説明を授業でも軽くしてくれるのでわかりやすいです。
 いらないんじゃないかと勝手に思い込んでいました。やってて

よかったです。
 ペンでの説明がわかりやすい。

 字が汚くてごめんなさい。これは治らない・・・
 ブレイクアウトルームが準備されているという点がとても良いと思い

ました。
 自由に出入りできるBRは今回初めての試みでした。TA春日君

に感謝します。
 変な音がする。

 Zoomのなかで？それとも別の原因？？
 問題を解いてるのでわかりやすい

 そのためのライブ授業だと思っています。
 知り合いと問題について議論できる場は貴重でありがたかったです。

問題の解説もリアルタイムで行われるので、理解の一助になっていま
す。
 長年教室でやってきたことをZoomでやっているので、まだ上手

くなじんでないところがあるかもしれませんが、いずれにせよ
改善していきます。

・自由記述欄に対しては全てのコメントとそれに対する回答をPDF化して公開(8ページ)



授業アンケート(6月中旬実施)
・電子回路IIの勉強しているときの様子を手書きの絵として集約(使用許諾可否項目を含む)
・提出のあった学生(8名)には全員コメントを返信



授業アンケート(7月初旬実施)
・大学指定アンケートの回答結果(7月6日時点)
・有効回答数: 42名(58%)



オンデマンド動画・ウェブ会議システム・学習管理システム
を活用したウェブ授業の構成

Panopto Manaba+RZoom

と対面授業の融合

対面 ウェブ

2020年4月

2021年4月

どっちなんよ！？



対面とウェブの同時実施(授業)
・教室での対面とZoomでのウェブを同時に実施
・教室受講学生とウェブ受講学生を教員とTAが分担してケア

教室をウェブカメラで写して臨場感を演出

PPTスライドをZoomと教室投影でシェア

黒板は使用せず、手書き解説画面を
Zoomと教室投影でシェア



対面とウェブの同時実施(小テスト)
・小テストを教室での対面とZoomでのウェブで同時に実施
・教室受講学生に教員とTAが対応(質問は挙手)
・Manaba+Rでの操作を教員が行いウェブ受験生に対応(質問はチャット)
・テスト終了後に合同で問題と解答の解説

対面 ウェブ

接続確認

試験開始

試験終了

問題解説

待機マークシート配布
計算用紙・問題用紙配布

解答開始 解答開始(Manaba＋R上で小テスト公開)

解答終了 解答終了(Manaba＋R上で小テスト受付終了)

マークシート回収 待機

合同で問題と解答を詳しく解説



まとめ

・授業実施のあらゆる場面で補助をいただいたTA学生の春日秀介さんに感謝します
・運営上の様々な判断において支えとなっていただいた野坂秀之教授に感謝します

謝辞

・予習のために、講義動画教材、簡易テキスト資料、ドリル機能を提供

・授業はライブで行い、簡易な講義、例題ピアラーニング、詳しい解説を提供

・復習のために、講義動画とテキスト資料とドリル機能を継続して提供

・小テストはZoomライブで行い、Manaba小テスト機能で選択問題に回答

・授業も小テストも教室とZoomで同時ライブ開催することは可能

・対面とウェブの境目がなく、低教員負担高付加価値の授業実施方法を模索中
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